
【令和元年度研修】 

第 1・2回 小学校国語科研修（令和元年 7月 29日） ※宮城県総合教育センターと共催 

〈午前の部〉 

「新学習指導要領の全面実施に向けた国語科授業づくり」 

             文部科学省初等中等教育局 教科調査官 菊池 英慈 氏 

 

新学習指導要領における改訂の要点や，それを踏まえた全国の実践事例などを御紹介い

ただきました。全面実施を控え，ねらいや指導事項を明確にした授業づくりの大切さにつ

いて学ぶことができました。 

 

（アンケートより） 

○ これからの国語は何を目指すのか，

どんな力をつけることが求められて

いるのかが分かった。 

○ 具体的なお話だったので，今後の実

践の中で迷った時はやはり学習指導

要領に立ち返り，根拠を持って指導

計画を立てていくことが大切だと改

めて感じた。 

○ 昨年の教育課程の折に十分理解でき

なかった内容を復習することができ

た。若い学年のメンバーにも伝えて

いきたい。 

○ 単元の目標と評価規準を基に，具体的な授業づくりの工夫をしていきたいと思った。 

 

〈午後の部〉 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり」 

                  筑波大学附属小学校 教諭  青山 由紀 氏 

実際の教科書教材を使って，主体的・対話的で深い学びにつながる授業をどう構築し

ていけばよいか，御講義いただきました。青山先生御自身の豊富な実践と経験に基づ

いたお話で，あっという間の 3時間でした。 

（アンケートより）            

○ 具体的な教材を使って発問が提示されていたので，授業づくりの見通しを持つことが

できた。 

○ 実際に課題を考えたり，児童の様子

を想像したりすることにより，どのように

授業を組み立てていったらよいかというこ

とを理解できた。 

○ 指導書通りではなく，子供たちと対

話をしながら授業を進めていくことで，よ

り主体的に学べることが分かった。 

○ 何を目的に対話させるのか，意図的

に授業に組み込まないと意味がないと分か

った。 

 



第 3回 小学校国語科研修（令和元年 8月 30日） 

 「情報活用能力の育成に関する授業づくり」    

仙台市立錦ケ丘小学校 教諭 薗部 奈緒美 氏 

 「小学校国語科における ICT機器の活用」     

仙台市教育センター 指導主事 工藤 慶次郎 

 

前半は，錦ケ丘小学校の薗部先生を講師とし

て，付箋紙を活用した情報の整理を通して，  

要約文を作成していく学習の様子などを御紹

介いただきました。また，説明文教材の資料提

示における ICT活用について，実際にタブレッ

トを用いた演習を通してお話いただきました。 

後半は，「仙台版 情報活用能力育成 おす

すめ単元表」を基に，国語科のねらいを押さえ

た上で，どのような ICT の活用が考えられる

か，具体的な単元の内容を通して学びました。 

 

（アンケートより） 

○ 具体的な実践を聞き，演習も 

行ったため，イメージしやすか 

った。 

○ タブレットなどの ICT活用   

も，あまり難しく考えず，手軽 

に取り入れられそうな方法を 

教えていただいたので，自身の 

引き出しが増えたように感じ 

ている。 

○ タブレットについて，校内の 

研修がなかったので，今回の研 

修で，より効果的な使い方が分 

かったように思う。 

○ ICTを活用した授業について，実際にタブレットを使って児童と同じ活動ができて， 

勉強になった。また，授業の中でどのように活用できるか，教科書の単元を基に考え， 

これまでの授業構想とは違った視点で考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【令和元年度研修】 

第 1回中学校国語科研修（R1.6.27）     ※ 宮城県総合教育センターとの共催 

〈午前の部〉 

   主体的に取り組める国語教室の作り方 

          ～書く活動の工夫を通して～ 

                    宮城教育大学    教授 児玉  忠 氏 

書く活動の講義と演習を中心に，主体的・対話的で深い学びの実現を目指す国語の授業を

どのように構築していくのかを御教示いただきました。 

 受講者のアンケートからも，本対談を通して，様々な学びや視点を得たことが伝わって

きました。 

〔アンケートより〕 

○ 各領域と関連させた「書く活動」の幅広 

さを知ることができました。「～するた 

めに書く活動を行う」という書く機会 

を，学校生活や授業の中で取り入れられ 

るよう努力していきたいです。 

○ 経験の浅い自分にとって，すぐに授業で 

実践できるような内容を知ることができ 

てよかったです。 

○ 論理的な書き方を学ばせることが大事な 

こと，評価方法の共有が大事なことを学 

びました。 

○ すぐ授業に取り入れたい評価規準について具体的に捉えることが，授業内容や支援をより 

よいものにすることを自覚できました。 

 

〈午後の部〉 

  育成すべき資質・能力を明確にした授業づくり 

           ～「深い学び」を実現する学習評価とは～ 

                   十文字学園女子大学 教授 冨山 哲也 氏 

                   宮城教育大学    教授 児玉  忠  氏 

 新学習指導要領の全体構造から，「深い学び」を実現するための具体的な授業づくりのポイ

ントについて御教示いただきました。 

〔アンケートより〕 

○ 多くの教員が陥ってしまいそうな点を 

確認できました。 

○ 実際の質問を踏まえて対談をしていただ

いたことで，会場全体の悩みや疑問を共

有することができたと思います。具体的

な方法だけでなく，会場のリアクション

まで含めて学校に持ち帰りたいと思いま

す。 

○ 難しそうなテーマでしたが，身近なこと

からお話ししてくださったので，非常に

分かりやすかったです。 

 



第２回中学校国語科研修（R1.8.1）     

  読む力を高める国語授業の作り方 

     ～説明的な文章の教材分析を通して～ 

                  港区立赤坂中学校  教諭 甲斐 利恵子 氏 

 具体的な教材を使った授業づくりについて，生徒が主体的に取り組める視点から御教示いた

だきました。受講者のアンケートからも，御講義を通して，様々な学びや視点を得たことが伝

わってきました。 

〔アンケートより〕 

○  実際に生徒役として参加できたことで， 

自分の実践に生かしやすくなったと思い 

ます。先生が大事にしているポイント自 

体がシンプルで分かりやすかったです。 

○ 授業のねらいを達成するために必要な 

 時間配分や準備，中心となる活動にスム 

 ーズに入る導入やワークシートの重要性 

 を考えさせられました。 

○  各学年の教材を扱っていただいたこと 

で，系統的に，どのように指導・実践を 

行っているかが分かりました。教室での授業のように紹介していただいたことで，自分 

が教室で生かすイメージができました。 

 

国語科研修（R1.11.20）     

  国語の授業が劇的に変わる，変える 

   ～どの子も教師も，ワクワクしながら言葉と向き合い， 

読みひたり書きひたり学びひたる授業を創る～ 

                    宮城教育大学 名誉教授 相澤 秀夫 氏 

具体的な授業場面の体験を通して，学びと気付きを得る研修となりました。受講者のアンケ

ートからも，御講義を通して，様々な学びや視点を得たことが伝わってきました。 

〔アンケートより〕 

○ 何か変われた気がするので，明日一つ授業に取り入れていきたい。国語の発問の仕方，書 

かせ方，共有の仕方がイメージできました。 

○ 先生の読み方一つでここまで引き込まれるものだということ，音読の仕方に感動しました。 

○ 学びひたるための手立てについて，ポイントをたくさん教えていただきました。「読む」こ

とをもっと重視して授業を作っていきたいです。 

○ 思考が整理されると考えの道筋も整うのだと気づき，子供たちにもそうした授業をしてい

きたいと思いました。 

○ 実際の教材を使いながら実感をもって効果を理解することができました。具体的な場面を

想像し，自分のこれまでの授業に立ち返って考えられる，大変貴重な講義でした。明日に

でも実践が可能な話が多く，力量 UPになりそうです。 

○ 国語科の本質を体系づけて示され，講義はもとより資料がふんだんでよかった。 



○ 司書教諭・学校図書事務員研修 【小学校】（R元．7.30） 

◎「選書と廃棄～学校図書館の機能と役割～」市民図書館主査 小野寺 雅美 氏 

第１回(小学校)，第２回(中学校)共通で，学校図書館にお

ける選書と廃棄について，具体的な取組の方法をご教示い

ただいた。 

［アンケートより］ 

・実務的な内容が聞けて良かったです。市民図書館を更に 

利用していきたいです。 

・廃棄の廃棄や選書の仕方がよく分かりました。学習情報 

センターとしての役割をもっと学ばなくてはと感じま 

した。 

・選書と廃棄が急務だと感じていたので，お話を聞いて裏付けを得た気がします。 

○「小学校における学習・情報センターとしての役割を持つ学校図書館運営 

～授業と図書館をつなぐ具体的な取組～」   放送大学 客員教授 塩谷 京子 氏 

小学校における学習・情報センターとしての役割を持つ学

校図書館を，司書教諭と学校図書事務員が協働し運営して

いく方法について，具体的な事例を紹介していただきなが

ら，分かりやすくご教示いただいた。 

［アンケートより］ 

・お話を聞いて，改めて先生方にもっと利用してもらえる 

図書館運営をしていかなければと思いました。写真を使 

って教えていただき，具体的な取組のイメージが持てま 

した。 

・塩谷先生のテンポのよいお話に引き込まれました。自校の取組の足りないところが見え 

てきたので，改善していきたいです。 

・司書教諭として子供たちにどのように指導していけばよいのかや学校図書館の在り方に 

ついて深く考えることができました。 

 

○ 司書教諭・学校図書事務員研修 【中学校】（R元．8.21） 

○「中学校における学習・情報センターとしての役割を持つ学校図書館運営 

～授業と図書館をつなぐ具体的な取組～」  青山学院大学 准教授 庭井 史絵 氏 

中学校における学習・情報センターとしての役割を持つ学

校図書館を，司書教諭と学校図書事務員が協働し運営して

いく方法について，具体的な事例を紹介していただきなが

ら，分かりやすくご教示いただいた。 

［アンケートより］ 

・司書教諭がその役割を果たすためには，本人の努力はも 

ちろん，学校全体で考えていく必要があると感じた。 

・図書館の在り方や活用法について詳しく学ぶことがで 

きた。図書館等で情報資源を活用する指導の際に今日学んだこと生かしたい。 

・これくらいしかできないと自分で限界を作っていました。庭井先生のお話から，公立の 

学校でもまだまだやれることがあるのではないかとモチベーションが上がりました。 

 


